
西口 東口

新庁舎

古
い
本
、新
し
い
話
3

第36号
季刊（春）

2015

●
巻
頭
言
　
写
真
家
　
関
口
　
照
生
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
ペ
ー
ジ

●
古
い
本
、
新
し
い
話
　
　
尾
崎
　
真
理
子
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
ペ
ー
ジ

●
図
書
館
と
私
　
目
白
図
書
館
奉
仕
員（
司
書
）　
喜
多
　
ま
ゆ
み
・
・
２
ペ
ー
ジ

●
生
涯
の
一
冊
　
豊
島
区
教
育
委
員
　
渡
邉
　
靖
彦
・
・
・
・
・
・
・
２
ペ
ー
ジ

●
こ
の
本
カ
フ
ェ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
ペ
ー
ジ

●
雑
司
が
谷
の
文
化
・
文
学
こ
ぼ
れ
話
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
ペ
ー
ジ

●
図
書
館
イ
ベ
ン
ト
情
報
・
図
書
館
カ
レ
ン
ダ
ー
・
・
・
・
・
・
・
・
４
ペ
ー
ジ

2
0
1
3
年
6
月
か
ら
、
マ
ド
リ
ッ
ド
の
王
立
劇
場
に
始
ま

り
、
仙
台
、
石
巻
、
昨
年
は
東
京
、
名
古
屋
8
月
に
は
マ
ド
リ
ッ
ド

の
王
立
美
術
ア
カ
デ
ミ
ー
、
本
年
3
月
に
は
ス
ペ
イ
ン
の
バ
リ
ャ

ド
リ
ッ
ド
で
「
支
倉
の
道
」
と
云
う
タ
イ
ト
ル
の
写
真
展
を
開
催

し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
写
真
展
に
先
が
け
て
、
写
真
集
も
上
梓
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
こ
の
支
倉
常
長
を
テ
ー
マ
に
し
た
の
は
支
倉

常
長
が
伊
達
正
宗
の
命
を
受
け
仙
台
藩
建
造
の「
サ
ン
・
フ
ァ
ン
・

バ
ウ
テ
ィ
ス
タ
号
」
で
メ
キ
シ
コ
と
の
交
易
条
約
を
結
ぶ
為
、
メ

キ
シ
コ
、
ス
ペ
イ
ン
、
ロ
ー
マ
へ
と
旅
立
っ
て
か
ら
4
0
0
年
の

歳
月
が
経
ち
、
日
本
、
ス
ペ
イ
ン
交
流
4
0
0
年
の
記
念
行
事
の

一
環
の
企
画
で
あ
っ
た
。

　
支
倉
常
長
に
つ
い
て
は
遠
藤
周
作
の
小
説
〝
侍
〞
で
少
々
の
知

識
は
あ
っ
た
。
支
倉
は「
侍
」と
し
て〝
主
〞の
名
代
と
し
て
の
使

命
と
、改
宗
し
て
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
と
し
て〝
主
〞へ
の
堅
信
の
間

で
生
き
た
高
潔
な
人
物
と
し
て
心
に
残
っ
て
い
た
。
た
だ
支
倉
本

人
の
記
録
は
な
く
資
料
も
断
片
的
で
あ
っ
た
。
と
に
か
く
彼
等
の

辿
っ
た「
ス
ペ
イ
ン
の
道
」を
歩
い
て
み
る
事
に
し
た
。

　
バ
ル
セ
ロ
ナ
か
ら
ア
ラ
ゴ
ン
州
へ
。
教
会
か
ら
修
道
院
、
街
の

人
達
に
も
尋
ね
た
が
「
支
倉
使
節
団
」
の
痕
跡
は
僅
か
な
も
の
で

あ
っ
た
。そ
の
後
ス
ペ
イ
ン
へ
の
上
陸
地
セ
ビ
リ
ア
の
南
、コ
リ
ア・

デ
ル・リ
オ
を
取
材
。
こ
こ
に
は〝
侍
〞の
子
孫
だ
と
胸
を
張
る〝
ハ

ポ
ン
〞（
日
本
）
姓
の
人
達
に
歓
待
さ
れ
た
。「
メ
キ
シ
コ
の
道
」
は

新
鮮
で
あ
っ
た
。
彼
等
の
歩
い
た
道
の
一
部
は
い
ま
だ
に
観
光
化
さ

れ
て
お
ら
ず
教
会
、
街
並
み
も
昔
の
佇
ま
い
を
残
し
、
そ
こ
に
新
し

い
建
物
が
渾
然
と
溶
け
合
っ
て
時
代
の
感
覚
を
失
う
様
で
あ
っ
た
。

　
彼
が
最
も
晴
れ
や
か
に
ロ
ー
マ
で
入
市
式
の
パ
レ
ー
ド
を
行
っ

た
「
ロ
ー
マ
の
道
」
は
僅
か
な
が
ら
旧
市
街
に
バ
チ
カ
ン
か
ら
続

い
て
お
り
、
細
い
石
畳
に
ひ
び
く
四
輪
馬
車
の
轍
の
音
を
思
い
浮

か
べ
た
。

　
支
倉
常
長
が
一
途
に
使
命
を
果
た
す
べ
く
歩
い
た
7
年
の
道

の
り
は
希
望
と
苦
難
の
道
で
あ
り
、
彼
が
見
た
異
国
の
風
景
は

4
0
0
年
の
時
を
経
て
変
わ
ら
ぬ
山
河
も
有
り
、
文
明
の
進
化
に

よ
っ
て
大
き
く
変
貌
し
た
街
も
あ
っ
た
。
そ
の
4
0
0
年
の
時

の
変
遷
を
ど
の
様
に
圧
縮
し
て
表
現
し
た
ら
良
い
か
が
、
こ
の
写

真
集
、
写
真
展
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。

　
機
会
が
あ
っ
た
ら
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
そ
の
中
か
ら
支
倉
の
偉

大
な「
旅
」を
感
じ
取
っ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

「
4
0
0
年
前
、海
を
渡
っ
た
サ
ム
ラ
イ
の
旅
路
」

く、区役所の現庁舎も今役目を終えようとしている。
　さて、現庁舎に替わる新庁舎の開設が5月に迫っている。
区役所新庁舎は、いろんな面で画期的である。まず、49階建
ての高層ビルに住宅との合築で整備されるのは全国でも例が
ない。また、この庁舎は年345日開庁して、区民の利便性を各
段にアップさせる。さらに、区役所を単なる区の事務所にと
どめないで、全体をミュージアムにして、来庁舎に楽しんでも
らおうという試みもある。自然体験学習の場の『豊島の森』も
併設する。無機的な、機械的な区民と役所との関わりではなく、
区役所の用事にプラスアルファが加わることになる。「新しい
庁舎には新しい行政を」と、区長の陣頭指揮のもとに豊島区が
大きく変わろうとしている。豊島区の新世紀が今はじまる！

　図書館主催で2月に
開催した『地域研究ゼミ

ナール』は、「学校─教育としまの輝き」として全5回のシリー
ズで開催し、その1回を豊島区立第十中学校（通称「十中」）の
スクールバンドの歩みにあてた。音楽教師故酒井正幸氏の指
導した十中のスクールバンドは、都大会や全国大会で数々の
優秀な成績をおさめ、その活動はその後の全国のスクールバ
ンドのサウンドや演奏方法の源流となったということもできる。
　その十中吹奏楽部3期生（昭和36年）の演奏活動のなかに
「豊島区役所新庁舎落成式記念演奏」があった。53年前、現
庁舎のスタートをこれから部活動が本格化していく十中吹奏
楽部がお祝いしていた。第十中学校は統廃合によりすでにな

 

学
者
三
代

尾
崎
　
真
理
子

　
新
し
く
出
た
本
を
主
に
紹
介
す
る
仕
事
に
か
か
わ
っ
て
い
る
が
、

考
え
て
み
れ
ば
、
新
し
い
本
の
多
く
は
古
い
話
か
ら
で
き
て
い
る
。

古
い
話
が
現
代
と
確
か
に
繋
が
っ
た
時
、
傑
作
が
生
ま
れ
る
…
…
。

今
春
、
第
六
六
回
読
売
文
学
賞
の
評
論
・
伝
記
部
門
を
受
賞
し
た
富

士
川
義よ
し

之ゆ
き

著
『
あ
る
文
人
学
者
の
肖
像
　
評
伝
・
富
士
川
英ひ
で
お郎
』
を

読
ん
で
、
つ
く
づ
く
そ
う
感
じ
て
い
る
。

　
広
島
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
富
士
川
家
は
、
学
者
三
代
の
家
で
あ
る
。

義
之
氏
の
祖
父
・
游ゆ
う

は
『
日
本
医
学
史
』
を
著
し
、
森
鷗
外
に
史
伝

『
伊
沢
蘭
軒
』
の
文
献
を
提
供
し
た
医
史
学
者
。
父
・
英
郎
は
リ
ル

ケ
を
専
門
と
す
る
ド
イ
ツ
文
学
者
か
ら
一
転
、
江
戸
漢
詩
の
再
評
価

へ
の
道
を
開
い
た
東
大
教
授
だ
っ
た
。
義
之
氏
も
、
同
じ
東
大
教
授

に
就
い
て
イ
ギ
リ
ス
文
学
を
講
じ
、
ナ
ボ
コ
フ
や
Ｗ
・
ペ
イ
タ
ー
ら

の
翻
訳
で
知
ら
れ
る
。
六
五
歳
の
時
に
父
を
亡
く
し
た
義
之
氏
は
、

な
ぜ
、
英
郎
は
和
文
脈
の
研
究
に
後
半
生
を
投
じ
た
の
か
。
父
の
謎

に
十
年
が
か
り
で
迫
っ
て
い
く
。

　
学
者
の
執
念
と
は
凄
い
も
の
だ
。
義
之
氏
は
ド
イ
ツ
語
も
漢
文

も
読
み
込
ん
で
、
父
の
代
表
作『
江
戸
後
期
の
詩
人
た
ち
』（
こ
ち
ら

は
第
一
九
回
読
売
賞
を
受
賞
）や『
菅
茶
山
』の
神
髄
を
読
み
解
い
て

い
く
。
さ
ら
に
父
が
祖
父
・
游
を
描
い
た
評
伝
の
中
に
、
鷗
外
の
史

伝
に
学
ん
だ
「
述
べ
て
作
ら
ず
」
の
淡
々
と
し
た
流
儀
を
し
み
じ
み

味
わ
い
な
が
ら
も
、
し
か
し
自
身
は
、
英
国
の
評
伝
作
家
ス
ト
レ
イ

チ
ー
流
の
、
わ
か
り
や
す
く
、
か
つ
陰
影
を
凝
ら
し
た
描
写
で
父
の

実
像
に
挑
む
。
支
え
と
し
た
の
は
「
著
述
家
の
生
命
は
、
著
作
の
中

に
お
い
て
の
み
生
き
続
け
る
」。
義
之
氏
が
専
門
と
す
る
ナ
ボ
コ
フ

の
言
葉
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
関
心
の
枝
を
九
三
歳
に
至
る
ま
で
存

分
に
伸
ば
し
た
父
・
英
郎
の
悠
々
た
る
肖
像
を
、
時
折
、
三
代
目
の

憂
鬱
を
に
じ
ま
せ
な
が
ら
、
自
在
に
描
き
き
っ
て
い
る
。

　
時
空
を
超
え
て
呼
応
す
る
極
上
の
知
性
。
作
中
に
登
場
す
る
、
時

の
流
れ
に
揺
る
が
ぬ
古
典
の
数
々
。
ま
さ
に
古
い
本
、
新
し
い
話
の

競
演
だ
。
つ
け
加
え
れ
ば
、『
あ
る
文
人
学
者
の
肖
像
』
の
版
元
は
、

学
者
三
代
が
馴
染
ん
だ
本
郷
に
あ
る「
新
書
館
」と
い
う
。

（
読
売
新
聞
編
集
委
員
）
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発
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●
　

平
成
27
年
4
月

日
本
写
真
家
協
会（
J
・
P
・
S
）会
員

東
京
生
ま
れ
。
明
治
大
学
卒
業
。
倉
敷
芸
術
科
学
大
学
客
員
教
授
。

広
告
や
雑
誌
・
写
真
集
の
撮
影
を
中
心
に
活
動
。
写
真
集
に『
地
球
の
笑
顔
』シ
リ
ー

ズ
『
支
倉
の
道
』
ほ
か
多
数
。「
ニ
コ
ン 

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト 

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ

ル
」、
経
済
産
業
省「
今
年
の
ロ
ボ
ッ
ト
大
賞
」ほ
か
様
々
な
分
野
の
審
査
員
、
政
府

の
諮
問
委
員
な
ど
も
務
め
る
。

【34】 豊 島 区 新 世 紀 ！

写真家

　関
せき
口
ぐち
　照
てる
生
お
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書　名　
　『人間提督山本五十六』
著　者　戸川幸夫

発行所　潮書房光人社
発行年　1976年
（新装版2012年1月）

　我が家には、年の離れた姉がいたこともあり、
私がまだ字も読めない内から、いつでも手の届
く所に子どもの本があった。母も本好きな人で、
「岩波の子どもの本」シリーズやマザーグース
童話などをよく買い与えてくれた。
　未知の世界へと誘ってくれる、美しい装丁の
本を手にした時のうれしさは、夜は大事に枕元
に置き、小学校へ行くときは、そっとランドセ
ルに忍ばせていったくらいだ。

　大人になって、しばらく子どもの本からは遠
ざかっていたが、子どもが生まれて、家の近く
の図書館の児童室へ足を運ぶようになり、そこ
でかつて自分も読んだ懐かしい本たちと再会し
た。
　我が子が同じ本を手にして、読んでと持って
くる度、長く読み継がれてきたものは、どの時
代にも色褪せない、人を引き付ける大きな力を
持っていることを実感した。
　そして、子育てが一段落したら、司書の資格
を活かして、そうした本を子どもたちに手渡す
仕事が出来ないかと考えるようになった。

　縁あって、現在、図書館奉仕員として、児童
書に関わる仕事をさせていただいている。
　日々の業務の中で、子どもたちに本を手渡す
機会はたくさんある。そうした時、あまたある
本の中から、どれだけ子どもの心を揺さぶるも
のを提供出来るか、自分の持っている引き出し
の中でいつも迷う。
　優れた本を手渡すには、それなりにたくさん
読み込んで、蓄積していく作業が欠かせない。

　豊島区では、毎週配本される新刊児童書を、
全館の児童担当者が手分けして丁寧に読み込
み、一冊ごと話し合って、子どもたちに相応し
いものを選んでいく。そして、毎年子ども向け
の豊島区おすすめの本のしおり（「よんでみよ
う」）も作成している。
　全館児童担当者で、このしおりを一年がか
りで作成するのは、楽しくも骨の折れる作業だ。
それでも頑張れるのは、優れた本を子どもたち
に手渡して、その魅力を存分に楽しんでもらい
たいと願う、皆の真摯な思いがそこにこめられ
ているからだと感じている。

目白図書館奉仕員（司書）

喜多 まゆみ

心に響く本をもっと
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私
は
特
に
読
書
好
き
だ
っ
た
と
い
う
訳
で
も
な
く
、
小
学
校

高
学
年
位
か
ら
図
書
館
で『
フ
ァ
ー
ブ
ル
昆
虫
記
』
や
歴
史
上
の

人
物
の
伝
記
な
ど
を
読
む
て
い
ど
で
し
た
。
中
学
に
入
り
剣
道

部
に
所
属
し
た
こ
と
か
ら
吉
川
英
二
作
『
宮
本
武
蔵
』
に
触
れ
る

機
会
が
あ
り
、
そ
の
後
は
歴
史
小
説
を
読
む
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
あ
く
ま
で
小
説
で
あ
り
ま
す
が
、登
場
人
物
は
歴
史
上
の
有

名
人
で
あ
り
、
歴
史
的
な
背
景
か
ら
そ
の
時
代
に
お
け
る
主
人

公
の
生
き
様
に
興
味
が
わ
い
て
き
ま
し
た
。
な
か
で
も『
人
間
提

督
山
本
五
十
六
』に
は
大
き
な
影
響
を
受
け
ま
し
た
。
軍
人
が
主

人
公
と
い
う
と
軍
国
主
義
な
ど
非
人
道
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
受
け

ま
す
が
、
そ
う
い
う
点
で
は
武
将
に
関
す
る
も
の
も
攻
撃
的
、
覇

権
的
な
面
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
本
で

は
軍
人
で
は
あ
る
も
の
の
、
戦
う
こ
と
は
最
終
的
に
や
む
得
な
い

手
段
で
あ
っ
て
、
で
き
る
限
り
平
和
を
維
持
す
る
た
め
に
努
力
す

る
こ
と
の
大
切
さ
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
山
本
五
十

六
個
人
の
人
柄
が
、
自
分
の
信
念
に
対
し
て
は
一
歩
も
譲
ら
な
い

と
い
う
厳
し
い
面
を
持
ち
な
が
ら
も
、
ユ
ー
モ
ア
を
持
ち
、
喜
怒

哀
楽
も
庶
民
と
同
じ
よ
う
に
感
じ
、
気
取
っ
た
り
し
な
い
普
通

の
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
非
常
に
共
感
で
き
る
人
間
性
豊
か
な
人

物
で
あ
っ
た
こ
と
が
心
に
響
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
小
さ
な
枠
の

な
か
で
競
い
合
っ
て
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
は
自
分
を
ご
ま
か
す
こ

と
で
あ
り
、
精
神
の
修
養
と
自
分
を
磨
き
上
げ
る
こ
と
が
第
一
で

あ
る
」
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
自
分
の
生
き
方
を
模
索
し
て
い
た
当

時
高
校
生
で
あ
っ
た
私
に
は
「
グ
サ
ッ
」
と
心
に
刺
さ
る
思
い
で

し
た
。
偉
人
た
ち
は
、
と
て
も
人
間
く
さ
い
面
を
持
ち
な
が
ら
も
、

当
時
の
社
会
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　
私
は
、
こ
れ
と
い
っ
て
大
き
く
社
会
に
影
響
力
が
無
く
て
も
、

機
会
が
あ
れ
ば
、
社
会
に
貢
献
で
き
る
自
己
を
磨
く
生
き
方
が

出
来
れ
ば
、価
値
あ
る
人
生
と
な
る
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。
現
在

に
至
っ
て
も
、
そ
の
よ
う
な
生
き
方
が
出
来
て
い
る
か
問
い
続
け

て
お
り
ま
す
が
、
日
々
の
研
鑽
を
怠
ら
ず
、
少
し
で
も
役
に
立
つ

人
生
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

豊島区立小学校ＰＴＡ連合会前会長
豊島区教育委員、税理士

渡
わた

邉
なべ

　靖
やす

彦
ひこ

区立小学校ＰＴＡとして教育活動に携わることとなり、子供たちの健全な成長
のために活動しています。

書名：『人間にとって成熟とは何か』　著者：曽野 綾子　
発行所：幻冬舎　発行年月：2013年7月
　60歳を迎えようとする私に、20余年先を歩いている著者からゲキとエールが飛んで来
る。人間の権利は義務と表裏一体である事、肉体は衰えていっても魂は磨いていくべき事。
　私はまず、世界の中で平和で安全な日本に生まれ、おいしい水が飲める事を感謝し
たい。そして、国に納めている税金と、受けている保障を自覚したい。東京豊島区に
住んで生きている、小さな自分を認識したい。平凡な普通の生活に感謝して、私に出
来る事を考えていきたい。著者は、そんなエールを私に送ってくれる。　　　　　　　　　【佐

さ

藤
とう

 勝
かつ

美
み

】

書名：『長すぎる夏休み』　著者：ポリー・ホーヴァート／訳：目黒 条　
発行所：早川書房　発行年月：2006年4月
　主人公のヘンリーは、アフリカに行った両親に代わり二人のおばに世話をしてもらう
ことに。そのおば達が突然、夏休み前のヘンリーを連れて旅に出る。おば達の思いつく
ままに行先をまわるが、沼でのキャンプの時、ヘンリーは三日三晩、ひとりで沼の中を
流される大冒険をすることになる。大人に振り回されたあげくの旅だったが、行く先々
で出会う人々に影響を受け、人に対する寛容さと柔軟な考え方を身につける。12歳の
旅の経験は、この後のヘンリー成長の節目節目で直面する悩みや苦しみを乗り越える

力になるに違いない。気負いのない文章とウィットに富んだ会話は、これから何かスタートをする人に
エールをおくってくれる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【髙

たか

橋
はし

 和
かず

子
こ

】

書名：『新13歳のハローワーク』　著者：村上龍／絵：はまのゆか
発行所：幻冬舎　発行年月：2010年3月
　「もしあの時、別の道を選択していたら・・」。社会に出るということは、様々な不条
理と対峙することである。迷いも生じれば、逃げ出したくもなる。それをぎりぎりで
押し止めていられるのは、仕事に対する使命感か、家族への責任からか。
　選択肢が限りなくあった13歳に戻ったら、どんな道を目指しただろう。600を超
える職業を乗せた図鑑が夢を広げる。自分の足元を省みる一冊である。
　「好きだからこの道を選んだのだ」と背筋を伸ばしてつぶやいてみた。【三

さん

瓶
ぺい

 裕
ゆう

雅
が

】

　寄稿者はとしまコミュニティ大学（※）の学習者のうち、登録して学ぶマナビト生です。「この本カフェ」
では、テーマに合わせて、文学、児童書、評論や科学の分野からお薦めの本を各一冊紹介しています。
※豊島区と区内6大学（学習院・女子栄養・大正・帝京平成・東京音楽・立教）との包括協定により、協働
して事業展開している人つくり・活動づくり・地域づくりのための総合的な学びの場です。

　ある本のひと言が、自分の背中を押
してくれる。そんな経験をしたことは
ありませんか。詩人・ホイットマンの「寒
さにふるえた者ほど太陽の暖かさを感じ

る」という言葉も、人生の秋冬を経た人にとっては珠玉
のメッセージです。今回のこの本カフェでは、何かを
始めたくなる本を紹介します。まずは読書から始めて
みませんか。春だ、本を読もう！

2

『
人
間
提
督 

山
本
五
十
六
』

この本
カフェ

何かを始めたくなる本

2
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『
堀
之
内
詣
後
篇
　
雑
司
ケ
谷
記
行
　
下
編
』

十じ
っ

返ぺ
ん

舎し
ゃ

一い
っ

九く

「
ざ
う
し
が
や
鬼
子
母
神
。
威い
こ
う
さ
ん
ほ
う

光
山
法
明め
い
じ寺
と
い
ふ
。
霊れ
い
お
う応

あ
ら
た
か
に
し
て
詣け
い
じ
ん人

た
え
ず
。
左さ

次じ

兵べ

い衛
広こ
う
ぜ
ん前

に
法ほ
つ
せ施

し

て
。
そ
れ
よ
り
支し
た
く度

せ
ん
と
あ
る
料り
ょ
う
り理

茶
や
に
入
。
…
…
」

（
文
政
2
（
1
8
2
1
）
年
『
東
海
道
中
膝
栗
毛
』
で
お
な
じ
み
の
十
返
舎
一
九

が

子
母
神
法
明
寺
を
舞
台
に
描
い
た
紀
行
で
す
。
左
次
兵
衛
と
い
う
主
人

公
が
見
聞
き
し
た
お
参
り
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。文
中
の「
料
理
茶
や
」

は
、

子
母
神
参
道
に
並
ん
で
い
ま
し
た
。）

　私
は
昭
和
19
、
20
年
と
区
役
所
で
隣
組
の
仕

事
を
し
て
お
り
、
そ
の
関
係
で
探
偵
小
説
の

大お
お

下し
た

宇う

陀だ

児る

さ
ん
、
江え

戸ど

川が
わ

乱ら
ん

歩ぽ

さ
ん
と
池
袋

駅
東
西
に
住
ま
わ
れ
て
い
た
探
偵
作
家
の
許
へ

し
ば
し
ば
行
く
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
大
下
さ
ん

は
隣
組
長
で
、
本
名
平
井
太
郎
の
江
戸
川
さ
ん
は

役
員
・
広
報
係
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
大
下
さ
ん
は
す
べ
て
が
洋
風
で
、

平
井
さ
ん
は
和
風
で
し
た
。
暮
ら
し
も
お
二
人
は
全
く
違
っ
て
い
ま
し
た
。

大
下
さ
ん
は
食
糧
難
の
と
き
で
も
洋
風
の
食
事
を
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。（
武
井
諫い
さ
む）

（
武
井
諫
さ
ん
は
、
雑
司
が
谷
の
番
神
通
り
に
生
ま
れ
、
区
民
部
長
と
し
て
退
職
さ
れ
る
ま
で
、
ふ
る
さ
と
豊
島
を

愛
さ
れ
て
き
た
方
で
す
。
御
年
93
歳
）

『
秋あ
き

田た

雨う

雀じ
ゃ
く日
記
Ⅰ
』 

尾
崎
宏
次
編

「
1
9
1
9
（
大
正
8
）年
　
一
月
五
日

　昨
夜
、
島
村
先
生
の
マ
ス
ク
の
破
れ
た
夢
を
み
た
。
朝
、

起
き
て
ま
も
な
く
島
村
先
生
の
墓
地
へ
ゆ
こ
う
と
す
る

と
、
芸
術
座
か
ら
電
報
が
き
た
。「
マ
ツ
イ
シ
ス
ス
グ
コ

イ
」。
ひ
じ
ょ
う
な
シ
ョ
ッ
ク
を
感
じ
て
、
思
わ
ず
立
ち
上

が
っ
た
。
自
殺
！
と
い
う
連
想
が
す
ぐ
頭
を
襲
う
た
。
先

日
か
ら
の
い
ろ
い
ろ
な
記
憶
が
い
ち
ど
に
お
し
よ
せ
て
き
た
。
す
ぐ
に
車
を
と
ば
し
て
芸
術
倶
楽
部
へ

い
っ
た
。…
…
顔
が
整
っ
て
い
る
。無
量
の
感
慨
に
打
た
れ
た
。通
夜
、な
ん
と
も
い
い
表
せ
ぬ
感
情
！
」

（
秋
田
雨
雀
は
、
舞
台
芸
術
学
院
の
院
長
を
務
め
、
1
9
0
5
年
か
ら
1
9
4
4
年
ま
で
雑
司
が
谷
に
住
ん
で
い
ま
し
た
。
墓
は

本
納
寺
に
あ
り
ま
す
。
ス
ペ
イ
ン
風
邪
で
師
島
村
抱
月
が
逝
去
し「
日
本
の
新
劇
の
精
神
を
失
っ
た
」二
か
月
後
、
松
井
須
磨
子
が

後
を
追
っ
た
の
で
す
。
雨
雀
は『
須
磨
子
の
一
生
』を
執
筆
し
ま
し
た
。）

雑
司
が
谷
で
生
ま
れ
た
幻
の「
竹た
け
も
と
や
き

本
焼
」

「
竹
本
焼
」
と
は
明
治
初
年
〜
大
正
期
に
旧
旗
本
の

竹
本
家
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
陶
磁
器
で
す
。
窯か
ま

は
神

田
川
沿
い
の
屋
敷（
含
翠
園
）内
に
あ
り（
の
ち
雑
司

が
谷
ケ
ヤ
キ
並
木
近
く
に
移
転
）、
豊
富
な
湧
き
水

と
雑
司
が
谷
の
土
を
使
っ
て
輸
出
向
け
陶
磁
器
や

盆
栽
鉢
を
作
り
ま
し
た
。
特
に
名め
い

陶と
う

工こ
う

と
い
わ
れ
た

竹
本
隼は
や

太た

は
釉ゆ
う
や
く薬

の
改
良
に
取
り
組
み
、
国
内
外
の

博
覧
会
で
高
い
評
価
を
受
け
ま
し
た
。
わ
ず
か
半
世

紀
で
終
し
ゅ
う
え
ん焉を
迎
え
た
竹
本
焼
で
す
が
、
雑
司
が
谷
が

生
ん
だ
貴
重
な
文
化
遺
産
で
す
。

（
文
化
デ
ザ
イ
ン
課 

学
芸
員 

横
山
恵
美
）

『
こ
こ
ろ
』 

夏な
つ

目め

漱そ
う

石せ
き

「
私
は
墓
地
の
手
前
に
あ
る
苗
畠
の
左
側
か
ら
這
入
っ
て
、

両
方
に
楓
を
植
え
付
け
た
広
い
道
を
奥
の
方
へ
進
ん
で

行
っ
た
。
す
る
と
そ
の
端
れ
に
見
え
る
茶
店
の
中
か
ら
先
生

ら
し
い
人
が
ふ
い
と
出
て
来
た
。
…
…
墓
地
の
区
切
り
目
に
、

大
き
な
銀
杏
が
一
本
空
を
隠
す
よ
う
に
立
っ
て
い
た
。
そ
の

下
へ
来
た
時
、先
生
は
高
い
梢
を
見
上
げ
て
、「
も
う
少
し
す

る
と
、
綺
麗
で
す
よ
。
こ
の
木
が
す
っ
か

り
黄
葉
し
て
、
こ
こ
い
ら
の
地
面
は
金
色

の
落
葉
で
埋
ま
る
よ
う
に
な
り
ま
す
」
と

云
っ
た
。」

（
1
9
1
4
年
4
月
か
ら
8
月
ま
で
朝
日
新
聞
で
連

載
。
引
用
部
分
は
先
生
と「
私
」が
雑
司
が
谷
霊
園
を

歩
い
て
い
る
場
面
で
す
。
当
時
霊
園
の
前
に
は
薬
草

園
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。）

　濱は
ま

口ぐ
ち

雄お

幸さ
ち

さ
ん
が
当
家
の
祖
父
惣
太
郎
と
、
借
地
契
約
を
さ
れ
た

の
は
明
治
44
年
8
月
25
日
の
こ
と
で
し
た
。
濱
口
さ
ん
が
専
売
局
長

に
な
ら
れ
て
4
年
目
の
時
で
す
。
借
地
は
、
当
時
の
雑
司
ケ
谷
字
亀
原

20
〜
21
番
地
、
3
0
9
坪
で
し
た
。
道
が
狭
く
来
客
は
車
で
来
ら
れ
る

方
が
多
い
の
で
、
濱
口
さ
ん
ま
で
の
道
を
拡
げ
た
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　濱
口
さ
ん
が
首
相
に
な
ら
れ
、
そ
の
風
貌
と
剛
直
清
廉
な
ご
性
格
か

ら「
ラ
イ
オ
ン
宰
相
」と
国
民
に
親
し
ま
れ
な
が
ら
、
東
京
駅
で
凶
弾
に

た
お
れ
ら
れ
た
の
は
、
何

と
も
残
念
な
こ
と
で
ご
ざ

い
ま
し
た
。（
安
井
百
合
子
）

（
安
井
百
合
子
さ
ん
は
、
惣
太
郎
さ

ん
の
孫
（
林
一
郎
さ
ん
）
の
お
嫁
さ

ん
で
、
筆
ま
め
だ
っ
た
惣
太
郎
さ

ん
の
記
録
を
も
と
に
お
話
い
た
だ

き
ま
し
た
。）

『
日ひ
よ
り和
下げ

た駄
』 

永な
が

井い

荷か

風ふ
う

「
東
京
に
お
け
る
夕せ
き
よ
う陽
の
美
は
若
葉
の
五
、

六
月
と
、
晩
秋
の
十
月
十
一
月
の
間
を

以
て
第
一
と
す
る
。
…
…
山
の
手
の
そ

の
中
で
も
殊
に
木
立
深
く
鬱
蒼
と
し
た

処
と
い
え
ば
、
自
お
の
ず
から

神
社
仏
閣
の
境
内

を
択
ば
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
雑ぞ
う

　
し司
ヶ
谷や

の
鬼き

子し

母も

神じ
ん

、
高
田
の
馬
場
の
雑
木
林
、

目
黒
の
不
動
、
角つ
の
は
ず筈
の
十じ
ゅ
う
に
そ
う

二
社
な
ぞ
、
か

か
る
処
は
空
を
蔽
う
若
葉
の
間
よ
り
夕

陽
を
見
る
に
よ
い
と
同
時
に
、ま
た
晩
秋

の
黄こ
う
よ
う葉

を
賞
す
る
に
適
し
て
い
る
。」

（
1
9
1
5
年
出
版
。「
寺
」「
路
地
」「
坂
」な
ど
、テ
ー

マ
ご
と
に
東
京
に
関
す
る
エ
ッ
セ
イ
が
ま
と
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
引
用
部
分
は「
夕
陽
」の
項
で
す
。）

「
国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー
都
市
」

を
支
え
る
未
来
遺
産『
雑
司
が
谷
』

豊
島
区
長 

高
野 

之
夫

　雑
司
が
谷
は
、
江
戸
の
時
代
か
ら

庶
民
の
文
化
が
息
づ
く
に
ぎ
わ
い
の

ま
ち
で
す
。
子
母
神
の
本
殿
や
境

内
は
、
遊
び
に
夢
中
だ
っ
た
子
ど
も

の
頃
の
生
活
の
息
吹
を
そ
の
ま
ま
残

し
、
大
銀
杏
の
景
観
や
す
す
き
み
み

ず
く
の
郷
土
玩
具
は
生
活
の
変
わ

ら
ぬ
背
景
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

春
に
は
、
法
明
寺
の
桜
が
人
々
に
憩

を
与
え
、
秋
の
お
会
式
は
、
地
域
を

一
つ
に
す
る
大
切
な
伝
統
行
事
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　こ
の
雑
司
が
谷
の
文
化
を
守
り
、

引
き
継
い
で
い
く
地
域
の
活
動「『
雑

司
が
谷
が
や
が
や
』
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

〜
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
」
が

日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
未
来
遺
産
と
し
て
登
録
さ

れ
ま
し
た
。

　豊
島
区
は
こ
れ
か
ら
文
化
発
信
拠

点
都
市
と
し
て
、国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル

チ
ャ
ー
都
市
を
目
指
し
ま
す
。
伝
統

に
裏
打
ち
さ
れ
た
雑
司
が
谷
の
地
域

文
化
を
、国
際
ア
ー
ト
・
カ
ル
チ
ャ
ー

都
市
の
一
角
を
形
成
し
、
百
年
後
の

豊
島
区
の
遺
産
と
し
て
残
す
た
め
、

区
民
の
み
な
さ
ん
と
と
も
に
守
り
育

て
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ここで紹介したお話はほんの一部です。
雑司が谷について詳しく知りたい方は
『ぶらり雑司が谷文学散歩』（著：豊島区
図書館専門研究員　伊藤榮洪）をご覧
ください。豊島区立中央図書館で販売
中です（定価500円）。

今回紹介した「雑司が谷」は
現在より広い地域で使われ
ていました。

大下宇陀児・夏目漱石のイラストは矢島勝昭さんから
提供していただきました。

「雑司が谷がやがや」プロジェクト～歴史と文化のまちづくりが
公益社団法人日本ユネスコ協会連盟が推進する

プロジェクト未来遺産2014に
登録されました。

雑司が谷の
文化・文学
こぼれ話

舞台芸術学院提供

第27代 内閣総理大臣
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毎週、本の読み聞かせなどのイベントを行っています。
遊びに来てくださいね。

改修工事に伴う休館のお知らせ
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期　間　　平成27年3月28日～ 5月21日まで（展示替あり）
展示場　　中央図書館5階

※巣鴨図書館は、4月4日から開館です。千早図書館は休館までの日程です。

◆児童・あかちゃんおはなし会

主催／会場
おはなし会開催日 スペシャルイベント

幼児・小学生 あかちゃん 4月 5月 6月

中央図書館
児童コーナー

日曜日
午後2時

最終日曜日
午前11時

★19日・おはなし会スペシャル 「子ども読書の日」記念
　午後2時

★3日・おはなしこうさく会　午後2時
★31日・ボランティアによるおはなし会
　（巣鴨親子読書会）　午後2時

★7日・おはなしこうさく会　午後2時
★28日・ボランティアによるおはなし会
　（池袋親子読書会）　午後2時

駒込図書館 大規模改修工事のため、現在休館中です。

巣鴨図書館 水曜日
午後3時

第3火曜日
午前11時

★8日・ただいま☆スペシャル（すがもん来館記念）　
午後3時

★22日・ほんのじかん  「子ども読書の日」スペシャル　
午後3時

★29日・ほんのじかん　こうさくかい　午後3時

★20日・ほんのじかん　スライド　午後3時
★10日・ほんのじかん　えいが　午後3時
★ぬいぐるみおとまり会
　（詳細はお問い合わせ下さい）

上池袋図書館
おはなしのへや
（※印は地下ホール）

水曜日
午後3時

最終水曜日
午前11時※

★22日・さくらんぼおはなしかい※
　「子ども読書の日」スペシャル　午後3時 ★3日・さくらんぼこうさくかい※　午後3時

池袋図書館
ワークルーム

土曜日
午後2時30分

第1水曜日
午前11時

★25日・おはなしたんぽぽ
　「子ども読書の日」スペシャル　午後2時30分
　詩人　木坂涼さんをお迎えします。

★23日・たんぽぽえいがかい　午後2時30分
　「悟空の交通安全」
★30日・たんぽぽこうさくかい　午後2時30分

目白図書館
地下区民集会室

水曜日
午後3時

第1水曜日
午前11時

★22日・おいうえおはなしかい
　「子ども読書の日」スペシャル　午後3時 ★27日・かきくけこうさくかい　午後3時 ★24日・めじろシアター　午後3時

　「3丁目物語・夏　タマが生まれた時の話」

千早図書館 大規模改修工事のため、現在休館中です。

日程・会場等が変更になることがあります。事前にお問合せください。

平　日　午前10時～午後10時
土日祝　午前10時～午後 6 時

平　日　午前9時～午後 7 時
土日祝　午前9時～午後 6 時

平　日　午前9時～午後 7 時
土日祝　午前9時～午後 6 時

平　日　午前10時～午後7時
土日祝　午前10時～午後5時

　今回の巻頭言は、駒込のさくらフォトコンテストで審査委員長をつとめていただいているご縁で、著名な
写真家・関口照生さんにお願いしました。桜の季節にぴったりの方にご寄稿いただけたと喜んでおります。（辻）

中央図書館 雑司が谷図書貸出コーナー巣鴨（※）・池袋・目白図書館 上池袋・千早（※）図書館　駒込図書館と千早図書館の工事に伴う休館と
臨時窓口開設期間をお知らせします。ご利用者の
皆様には大変ご迷惑をおかけしますが、ご理解・
ご協力をお願いいたします。

　老朽化に伴う大規模改修工事のため

 休館期間　
平成27年3月12日（木）～平成28年4月上旬（予定）

耐震補強・トイレ改修等工事および
自動貸出システム導入のため

 休館期間　
平成27年4月7日（火）～平成27年8月（予定）
 臨時窓口　
開設日　
平成27年4月8日（水）～平成27年4月20日（月）
開設時間　
通常の開館日と同じです。
※11日（土）は午後5時閉館、17日（金）は午後6時閉館

　休館期間中は、各図書館の所蔵資料の貸出は
できませんのでご注意ください。臨時窓口で行
う業務は、予約資料の貸出、貸出資料の返却です。

泡
あわ

坂
さか

妻
つま

夫
お

特集
開催中

4
　
月

5
　
月

6
　
月

□中 央 図 書 館  3983－7861
□駒 込 図 書 館  休 館 中
□巣 鴨 図 書 館  3910－3608
□上池袋図書館 3940－1779
□池 袋 図 書 館  3985－7981
□目 白 図 書 館  3950－7121
□千 早 図 書 館  3955－8361
□雑司が谷図書貸出コーナー 3590－1335

○は土日祝の開館時間　■は休館日　●は開館時間変更日

駒込図書館

千早図書館

編集後記

　中央図書館では「古典文学読書会」と「現代文学読書会」の2つの講座を
開催しています。
　現代文学読書会では事前に課題図書を1冊読み、感想を話し合います。
本は読みたいけど何を読んだらいいかわからないという方、ひとりで読む
のはつまらないという方、少しでも興味のある方はお気軽にご参加ください。

開催日時：毎月第二土曜日の午後2時～午後4時（8月と12月を除く）
課題図書：講師から翌月の課題図書の案内をします。
講　　師：豊島区図書館専門研究員  伊藤榮洪氏　

開催日時：毎月第一木曜日の午前10時30分～午後0時30分
　　　　　（8月と1月を除く）
課題図書：万葉集巻八
講　　師：豊島区図書館専門研究員  伊藤榮洪氏
※会場はどちらも中央図書館5階会議室です。変更になる場合があります。

　　　問い合わせ　豊島区立中央図書館企画調整グループ　
　　　　　　　　　電話：03─3983─7861　

現代読書会へのお誘い

　直木賞作家泡坂妻夫さん（1933年5月9日
～ 2009年2月3日）は、豊島区に長くお住ま
いになっていました。
　東京・神田で「松葉屋」の屋号を持つ

紋章上絵師の家に生まれ、会社勤めを経て家業を継ぎ絵師となりました。
また奇術愛好家兼奇術師としても有名でした。
　泡坂さんの特集展示は今年で4回目になります。今回は、直筆原稿や思
い出深い品々を展示するとともに泡坂さんの著作を特集展示しています。

「子ども読書の日」記念スペシャルおはなし会のご案内
　4月23日は「子ども読書の日」です。各図書館では、この日を記念して、子どもたちが図書館に
親しみ本を読む楽しさにふれられるように、スペシャルおはなし会を行ないます。
　詳細は、各図書館へお問い合わせください。

★「子ども読書の日」とは★
「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、「国民の間に広く子どもの読書活動について
の関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるため（同法第
10条）」に4月23日が子ども読書の日に定められました。

各図書館の連絡先

現代文学読書会

古典文学読書会
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